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１．はじめに 

 

コンピュータや携帯電話など、近年の急速な情報通

信技術の普及により、人々のライフスタイルは大きく変

化している。都市内での人々の移動に関しては、IT 技

術の進展により現在位置周辺に関する様々な情報を、時

刻や場所の制約を受けずに携帯端末などの手段により入

手することが可能となっている 1) 。 
また総務省は、2007 年４月から第３世代携帯電話に

GPS 機能を用いた位置情報提供機能を付加することを

義務化した。このような流れの中で、現在携帯電話に

IT 技術を用いた位置情報を活用したプローブパーソン

調査など ITS における交通行動調査に適用されている。 
プローブパーソン調査は、GPS 携帯電話などを活用

し出発地から目的地への移動時間や交通モード、移動経

路を把握することが目的の調査である。この調査は、実

験実施者が端末の配布回収を行う必要があること、被験

者に Web ダイアリーを記入してもらうことを前提にし

ていることなどから、労力が多くかかることが指摘され

ている。この調査を数万人規模の調査に適用するには、

未だ多くの課題が指摘される 2) 
このような背景から筆者らは、プローブパーソン調

査を簡易な手法で大規模に行うことを検討してきた3)，4)。

本稿では、GPS携帯で取得できる測位ログデータのデ

ータ取得間隔が行動調査の特性抽出に与える影響に関し

て検討を行う。 
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２．データの概要 

 

 本研究では、平成18年度、19年度に沖縄県「国営沖縄

記念公園海洋博覧会地区」（以下「ちゅら海公園」と記

す）において行った施設整備計画立案のための行動特性

把握調査5)におけるデータを活用した。表１に取得デー

タの概要を示す。また図１、２として取得間隔５秒と取

得間隔１秒での測位ログデータの例を示す。次にGPS
携帯のデータ取得間隔に関しては、GPSの精度などに

よって設定通りの間隔でデータを取得できないことが分

かっている6)。図３、４としてデータ取得間隔の分布図

を、表２としてログデータ取得間隔と平均速度の比較を

示す。 

 

表－１ データの概要 

内容 
項目 

取得間隔１秒 取得間隔５秒 
調査場所 ちゅら海公園 
使用機材 Phone GPS 

データ取得年 平成18年 平成19年 

サンプル数 1034 929 

データ取得対象 公園入園時から退園時 

ヒアリング内容
個人属性（性別、年齢等）電気自動

車の利用の有無、来訪回数など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 測位ログデータの例（取得間隔１秒） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 測位ログデータの例（取得間隔５秒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ データ取得間隔の分布（取得間隔1秒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ データ取得間隔の分布（取得間隔５秒） 

 

表－２ データ取得間隔と平均速度の比較 

 取得間隔

１秒 

取得間隔

５秒 

ログ間速度の平均(km/h) 18.1 4.0 
ログ間速度の標準偏差 48.8 7.0 

 

３．データ解析手法と結果 

（１）有効サンプル抽出 

 

本研究において、有効サンプルの確定させるために

以下のようなフローでデータ処理を行った。 

 

1. データの読み込み 

2. 時刻エラーレコードの除去 

3. 移動速度閾値の設定、速度エラーレコードの除去 

4. 必要レコード数の算出、平均ログ取得率の算出 

5. 有効サンプルの抽出 

ここで、 

必要レコード数＝(回収時刻－配布時刻)/ログ収集間隔 

平均ログ取得率＝トリップログ/必要レコード数 

とする。 

これらの処理を行った結果を表２として示す。 

 

表－３ データ解析の概要 

 取得間隔１秒 取得間隔５秒 

時刻エラー 11178 ０ 

速度エラー 301700 10873 

トリップログ・

レコード数 
241829 219049 

平均ログ取得率 12.3% 2.7% 

有効サンプル数 459 453 

有効サンプル率 44.2% 49.4% 

 

（２）滞在時間・分布の比較 

 １節で抽出したデータをもとに、公園内を0.0001度四

方（大よそ９m×11m）のメッシュに区切りメッシュご

とのデータを集計することで、施設利用者の滞在分布や

滞在時間の分布などを算出した。 

なおトリップログに関しては、データ取得間隔が一

定でないので、間隔が一定になるよう図５のような補正

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ 補正レコードの判定方法 

 

これらのデータ処理ののち算出された結果に関して

公園内における滞在時間の抽出結果と実際の滞在時間を

表４として示し、図６、７としてデータ取得間隔を１秒

および５秒と設定した際の各メッシュの滞在時間の分布

を示す。 
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表－４ 滞在時間の比較 

 取得間隔１秒 取得間隔５秒

ヒアリング結果 9582秒 8820秒 
抽出結果 9504秒 8808秒 

メッシュの平均滞在

時間（標準偏差） 

9.5 

（9.6） 

6.5 

（6.9） 

 

 これらの結果から滞在時間に関してはヒアリング時と

ほぼ抽出結果が一致した。またメッシュにおける滞在時

間に関してはデータ取得間隔が５秒とした方が、滞在時

間およびそのばらつきが小さくなることが分かった。 

 

（３）角速度の比較 

 前司らの研究7)ではGPS測位ログデータの特徴量抽出

にログデータ間の角速度を活用することの有用性が指摘

されている。本研究においても図８のように測位ログデ

ータ間での回転角に注目し、測位間隔１秒と５秒におけ

るデータを比較した。この結果を図９に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－８ 測位ログデータと回転角の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－９ ログデータと回転角の関係 

（上段：取得間隔1秒、下段：取得間隔5秒） 

 

図９より、データ取得間隔が１秒の場合、５秒と比

較すると回転角が０度から±180度に満遍なく分散する

傾向がある一方で５秒の場合は回転角が０度周辺に集中

する傾向が見られた。次に速度-回転角の関係をプロッ

トしたものを図10、11に示す。データ取得間隔が１秒の

ものは、速度に関係なく回転角が分散する傾向があり、

データ取得間隔が５秒のものは速度-回転角の関係が反

比例の関係になる傾向が見られる。 

 これらの特徴量をもとに移動速度および回転角に閾値

を設け、電気自動車を利用したサンプルにおける電気自

動車の経路（図12参照）の抽出を行った。その結果を

図13、14に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－10 速度-回転角の関係（データ取得間隔１秒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－11 速度-回転角の関係（データ取得間隔５秒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－12 電気自動車の経路 

出典：http://oki-park.jp/jp/info/denki.html 
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図－13 データ取得間隔１秒での抽出経路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－14 データ取得間隔５秒での抽出経路 

 

 図13，14にあるように、電気自動車の経路に関しては

データ取得間隔が５秒の方が正確に経路を抽出すること

が出来た。 

 

５．まとめ 

 

 現在プローブパーソン調査などIT技術を用いた行動評

価が各地で行われているが、調査に使用するデバイスの

評価や各種設定によって得られる結果の差異に関して充

分研究を行ってきたとは言い難い。 

本稿では何時機種のGPS携帯を用いた行動調査のデー

タを解析することによって、滞在時間や特殊なモードの

経路抽出などを行った。 

今後、ITS技術を活用した施策評価や大規模行動調査

などを行うために、GPSログデータを活用し様々な指標

をもとに行動評価の手法に関して研究を行って行きたい。 
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